











































これは安然 （八四一？～九一五？） の 『胎蔵金剛菩提心義略問答抄』 （ 『菩提心義抄』 ） に、 四家大乗の解釈方法に対して、






























































































自証は勝劣二機も及ばず。言心は両種倶に絶す。然れども理智宛然して都て無なるに非ざるが故に、自ら理智有りて本不生を覚るを、自証三菩提と云うなり。 『疏』第十九に云く、 「当 知るべし。此の空は是れ 証の理なり。想は既に空して所有無ければ、名も亦た是の如し」
と文り
。 ［私に云く、想とは一一心、名とは如義語なり］また




































































































































































































































































































問う、真言密教の意は但だ、有相曼荼羅法門に開いて劣慧の 根者を摂る者か、如何。答う 劣慧の者の為には有相曼荼羅を開いて之を摂る。利根の者の為には菩提心を以て之れを摂るなり。……（中略）……問う、七巻に云く、 「甚深無相法は劣慧の堪えざるところなり。彼等に応ぜんが為の故に 兼ねて有相の説を存せり」
と文り
。















































」を典拠として述べている。すなわち、 「梵王説阿字」 （初重） 、















③無相法身の三密は、 かつて手印標示 儀相 非ざるを以つなり。……（中略）……「無相甚深の法」と云うなり。

















典拠にして無相行の優位性を述べていた。 しかしながら 古来より真言宗では有相が表徳であることが述べられていた。「真実事行品」は、安然のころより無相行の優位性を示すために、天台僧によってたびたび用いられてきた典拠である。したがって、頼瑜は古来の説によらず、安然などの天台僧の説に同意する解釈を行っ とも考えられる。このように一見すると、頼瑜は安然以降の天台の解釈を踏襲しているかのようにみえるが、最終的には『瑜祇経』























































次に、 『真禅融心義』 （著者・成立年不詳）をみてみたい。本書は、金剛三昧院周辺で著され 著作とされるが、頼



























































以上のように、 『真禅融心義』 、 『開見抄』 、 『菩提心論見聞』では有相無相について、頼瑜に類似する四重秘釈を説
いているものの、 初重を有相（色相）有相（色相） 、 第二重を有相（色相）無相として、 その順序が一部異なっていた。有相無相の優劣については、 『開見抄』や『菩提心論見聞』では述べられていなかったが、その文意をみるに、いずれの著作も有相に対する無相の優位性を述べていた。そこで共通の典拠としてあげられてい のが、 「真実事行品」の一文と、 『瑜祇経』であった。
先述したように、古来より天台では「 実事行品」を典拠として、無相の優位性を説く傾向があった。しかしなが












































地・加持の教主論にまで及んでいるためであった。そこで頼瑜以降になると、根来寺、東寺、高野山を中心に、各教学が発達していった。これらの教学はその特色をふまえて、根来の加持身説（新義） 、東寺の不二門学説、高野の而二門 説（宝門） 、不二門学説（寿門）と称されてい 本項 は、これらの教学的特色がみられる代表的な宗義决択書を取り上げて、有相無相の問題が後世どのように展開していったのか考察 み い。
そこで、 （一）新義学派、 （二）東寺学派、 （三）覚海・法性・玄海等の学風を承けた宝性院（宝門派） 、 （四）道範・






問う、此の義は自宗において、唯だ真諦のみ有り、俗諦の法無しや。答う、二義あり。一には遮情を以て俗諦と為し、 表徳を以て真諦と為す故に、 俗諦無相、 真諦有相なり。遠く顕に異なり。一には
堀池
、 顕を以て俗諦と為し、





















































































余教の談門は会通に及ばずに候う。自宗の談門は、経疏の文に付して四重秘釈を作り候う時に、初重は有相浅権、無相深実、第二重は有相無相浅権、第三重は有相無相深実、第四重は無相浅権、有相深実と意を得るべきに候う。隨って『要略念誦経』に、 「相無相甚深、少智不能入、依無相説相、摂彼二種人」と説きたまいて候う。此の文の中の、 「相無相甚深」 第三重相無相真実の文にて候う。 「依無相説相」は、第四重無相浅権有相深実の文て候う。 「摂彼二種人」は、第三重第四重の二人にて候う。此の文の意を以て難文を会通し申すに候うは、先づ『大日経』の「甚深無相法」等の文を『不思議疏』に釈せらるる候う時、 「甚深無相法」とは本不生の理なり。著相の劣慧は悟入することを得ずの故に釈して候う。此の意 「甚深無相法」とは、本不生の理にて候う。此の理には、著相劣恵 有相の機は悟入せざるところにて候う。此の初 浅権 深実の分斉に候う。之に依て難勢 引証せらるる無相甚深の文は 初重の分斉 し 第四重には及ぶべからずに候う。来れる所の難勢を加様に会通申さば、講答成立すると ろにて候う
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実事行品」 、 『大日経疏』 、 『瑜祇経』 、それに『十住心論』や『秘蔵宝鑰』などの空海の著作を典拠 して用いていた。
そこでこれらの証文を見てみたところ、 『大日経』の「真実事行品」は有相無相の解釈をめぐって、天台 おいて
は安然の頃より無相の優位性を示すための典拠としてたびたび用いられてき しかしながら、 『瑜祇経』は無相を説くための典拠として用いられてこなかった。それが頼瑜のころ なると、禅について論述している著作の中で、相の優位性を示すための典拠として用いられるようになっ いた。こ らの著作では、頼瑜の有相無相の四重秘釈と同様な解釈方法 用いて無相の優位性を述べていた。
頼瑜の有相無相の四重秘釈は、 『大日経』の「真実事行品」を用いて第二重の有相無相、第三重の無相有相 述べ
ていた。また『瑜祇経』を用いて、本より言説なきもの（第四重 無相無相）を利益 ために説いてい （第三重無相有相）ことを明らかにした。そのうえで頼瑜は、自証極位 無相、すなわち第四重を無相無相とし、真言宗では無相を至極とすることを述べた。
したがって、頼瑜の有相無相の四重秘釈は、天台において異議が唱えられてきた「真実事行品」の証文を 二
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